「トレーラーヘッドで学ぶ死角体験による交通安全教室」
近年、市内中学校1年の男子生徒が大型トラックに巻き込まれ20メートル引きずられ死亡するという大変痛ましい交通事故が発生した。
そこで例年多くの来場者のある安城七夕まつり会場にトレーラーヘッド（牽引車の頭の車両部分）を持ち込み、実際に子どもを乗車させ、大型車両には死角があることを実体験してもらった。参加者は、普段乗れない大型トレーラーの運転席に座れる楽しみと共に大型車両には運転席から見えない死角があることを認識してもらった。体験を通して、特に大型トラックが曲がるときなどは近寄らず、十分な離隔をとり自分の身は自分で守るという交通安全意識の醸成が図れ、青少年の健全育成に資することができた。
3日間を通し、約1,000人の親子連れが参加され、体験終了後には愛知県トラック協会から協賛いただいた、啓発グッズを配布し子供たちにはとても好評で喜ばれた。

